
(57)【要約】

【解決手段】内視鏡のハンドピースに着脱可能に取付け

られるモジュール式の内視鏡バルブ組立体である。この

バルブ組立体は、入口ポートと、出口ポートと、入口ポ

ートから出口ポートへの潅漑流体の流れを選択的に閉鎖

又は許容すべく手動で操作されるバルブとを含む。バル

ブ組立体は、感圧性接着剤や、帯紐、スナップロックそ

の他の機械的な固定具によって内視鏡のハンドピースに

着脱可能に保持される。バルブ組立体をハンドピースに

着脱可能に取付けたならば、内視鏡を使用する医師は、

ハンドピースを支持する片手と同一の手を用いて、潅漑

流体の流れと任意事項としての吸引とを、手動で制御す

ることができ、これにより医師の他方の手は外科手術手

順のために自由なままに残される。本発明によるモジュ

ール式のバルブ組立体は、広範囲の様々な内視鏡と併用

することができ、それらには、可撓性の、堅固な、又は

、準堅固な、尿管検査鏡と共に、様々な経皮的な内視鏡

が含まれる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
モ ジ ュ ー ル 式 の 内 視 鏡 バ ル ブ 組 立 体 で あ っ て 、 こ の 装 置 が 、
入 口 ポ ー ト と 、 出 口 ポ ー ト と 、 取 付 面 と を 備 え て な る ハ ウ ジ ン グ と 、
ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 支 持 さ れ て 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と を 結 合 す る バ ル ブ で あ っ て 、 バ
ル ブ が 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と の 間 の 流 れ を 閉 鎖 す る よ う な 第 １ の 位 置 と 、 バ ル ブ が 入
口 ポ ー ト か ら 出 口 ポ ー ト へ の 流 れ を 許 容 す る よ う な 第 ２ の 位 置 と の 間 に て 、 ユ ー ザ が 動 か
す こ と が で き る 手 動 制 御 式 の ア ク チ ュ ー タ を 備 え て な る よ う な 前 記 バ ル ブ と 、
内 視 鏡 の ハ ン ド ピ ー ス に ハ ウ ジ ン グ を 着 脱 可 能 に 取 付 け る べ く 取 付 面 に 付 着 し て な る 感 圧
性 の 接 着 剤 と 、
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る モ ジ ュ ー ル 式 の 内 視 鏡 バ ル ブ 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ 】
モ ジ ュ ー ル 式 の 内 視 鏡 バ ル ブ 組 立 体 で あ っ て 、 こ の 装 置 が 、
入 口 ポ ー ト と 、 出 口 ポ ー ト と 、 取 付 面 と を 備 え て な る ハ ウ ジ ン グ と 、
ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 支 持 さ れ て 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と を 結 合 す る バ ル ブ で あ っ て 、 バ
ル ブ が 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と の 間 の 流 れ を 閉 鎖 す る よ う な 第 １ の 位 置 と 、 バ ル ブ が 入
口 ポ ー ト か ら 出 口 ポ ー ト へ の 流 れ を 許 容 す る よ う な 第 ２ の 位 置 と の 間 に て 、 ユ ー ザ が 動 か
す こ と が で き る 手 動 制 御 式 の ア ク チ ュ ー タ を 備 え て な る よ う な 前 記 バ ル ブ と 、
内 視 鏡 の ハ ン ド ピ ー ス に ハ ウ ジ ン グ を 着 脱 可 能 に 固 定 す べ く ハ ウ ジ ン グ に 支 持 さ れ て な る
帯 紐 と 、
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る モ ジ ュ ー ル 式 の 内 視 鏡 バ ル ブ 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】
モ ジ ュ ー ル 式 の 内 視 鏡 バ ル ブ 組 立 体 で あ っ て 、 こ の 装 置 が 、
入 口 ポ ー ト と 、 出 口 ポ ー ト と 、 取 付 面 と を 備 え て な る ハ ウ ジ ン グ と 、
ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 支 持 さ れ て 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と を 結 合 す る バ ル ブ で あ っ て 、 バ
ル ブ が 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と の 間 の 流 れ を 閉 鎖 す る よ う な 第 １ の 位 置 と 、 バ ル ブ が 入
口 ポ ー ト か ら 出 口 ポ ー ト へ の 流 れ を 許 容 す る よ う な 第 ２ の 位 置 と の 間 に て 、 ユ ー ザ が 動 か
す こ と が で き る 手 動 制 御 式 の ア ク チ ュ ー タ を 備 え て な る よ う な 前 記 バ ル ブ と 、
内 視 鏡 の ハ ン ド ピ ー ス に ハ ウ ジ ン グ を 着 脱 可 能 に 取 付 け る べ く 、 取 付 面 に 支 持 さ れ て 、 内
視 鏡 の ハ ン ド ピ ー ス の 対 応 す る 固 定 具 に 着 脱 可 能 に 係 合 す る よ う な 、 機 械 的 な 固 定 具 と 、
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る モ ジ ュ ー ル 式 の 内 視 鏡 バ ル ブ 組 立 体 。
【 請 求 項 ４ 】
内 視 鏡 の ハ ン ド ピ ー ス に ハ ウ ジ ン グ を 着 脱 可 能 に 固 定 す べ く ハ ウ ジ ン グ に 支 持 さ れ て な る
帯 紐 を さ ら に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
ア ク チ ュ ー タ は 、 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と の 間 を 直 線 的 に 摺 動 す べ く 取 付 ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
ア ク チ ュ ー タ は 、 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 と の 間 を 回 転 す べ く 取 付 ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 外 面 を 備 え 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 取 付 面 は 接 着 剤 に よ っ て 外 面 の 所
定 位 置 に 保 持 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 ハ ン ド ピ ー ス を 備 え て な る 前 記 内 視 鏡 と 、 請
求 項 １ に 記 載 の 装 置 と の 組 合 わ せ 。
【 請 求 項 ８ 】
内 視 鏡 は 尿 管 検 査 鏡 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 外 面 を 備 え 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 取 付 面 は 帯 紐 に よ っ て 外 面 の 所 定
位 置 に 保 持 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 ハ ン ド ピ ー ス を 備 え て な る 前 記 内 視 鏡 と 、 請 求
項 ２ に 記 載 の 装 置 と の 組 合 わ せ 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
内 視 鏡 は 尿 管 検 査 鏡 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 前 記 対 応 す る 固 定 具 を 支 持 し て な る 外 面 を 備 え 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前
記 取 付 面 は 固 定 具 に よ っ て 外 面 の 所 定 位 置 に 保 持 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 ハ ン ド ピ
ー ス を 備 え て な る 前 記 内 視 鏡 と 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 と の 組 合 わ せ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
内 視 鏡 は 尿 管 検 査 鏡 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
出 口 ポ ー ト は 造 影 剤 の 導 入 ポ ー ト を 構 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
バ ル ブ に 結 合 さ れ た ラ ッ チ で あ っ て 、 ユ ー ザ の 制 御 入 力 に 応 じ て 選 択 さ れ た 状 態 に バ ル ブ
を 解 放 可 能 に 保 持 す る よ う な 上 記 ラ ッ チ を さ ら に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃
至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
ラ ッ チ は 、 ア ク チ ュ ー タ に 結 合 さ れ て い て 、 ユ ー ザ の ア ク チ ュ ー タ の 操 作 に 応 じ て 、 入 口
ポ ー ト か ら 出 口 ポ ー ト へ の 流 れ を 許 容 す る 状 態 に バ ル ブ を 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
機 械 的 な 固 定 具 は バ ネ ク リ ッ プ を 備 え 、 対 応 す る 固 定 具 は バ ネ ク リ ッ プ に 係 合 す る 形 状 で
あ る ハ ン ド ピ ー ス の 表 面 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
ハ ウ ジ ン グ は さ ら に 第 ２ の 入 口 ポ ー ト を 備 え 、 バ ル ブ は 第 １ と 第 ２ と の 位 置 に お い て は 第
２ の 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と の 間 の 流 れ を 閉 鎖 し 、 ア ク チ ュ ー タ は ユ ー ザ に よ っ て 第 ３
の 位 置 へ と 可 動 に な っ て い て 、 こ の 第 ３ の 位 置 に お い て は 、 バ ル ブ は 第 ２ の 入 口 ポ ー ト と
出 口 ポ ー ト と の 間 の 流 れ を 許 容 す る 一 方 、 最 初 に 述 べ た 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と の 間 の
流 れ を 閉 鎖 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
最 初 に 述 べ た 入 口 ポ ー ト は 流 体 源 に 結 合 さ れ 、 第 ２ の 入 口 ポ ー ト は 吸 引 源 に 結 合 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
装 置 が さ ら に 、
ハ ウ ジ ン グ に 含 ま れ て な る 第 ２ の 入 口 ポ ー ト と 、
ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 支 持 さ れ て 第 ２ の 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と を 結 合 す る 第 ２ の バ ル ブ
で あ っ て 、 第 ２ の バ ル ブ が 第 ２ の 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と の 間 の 流 れ を 閉 鎖 す る よ う な
第 ３ の 位 置 と 、 第 ２ の バ ル ブ が 第 ２ の 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と の 間 の 流 れ を 許 容 す る よ
う な 第 ４ の 位 置 と の 間 に て 、 ユ ー ザ が 動 か す こ と が で き る 手 動 制 御 式 の 第 ２ の ア ク チ ュ ー
タ を 備 え て な る よ う な 前 記 第 ２ の バ ル ブ と 、
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
最 初 に 述 べ た 入 口 ポ ー ト は 流 体 源 に 結 合 さ れ 、 第 ２ の 入 口 ポ ー ト は 吸 引 源 に 結 合 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
医 療 用 の 内 視 鏡 の 制 御 効 率 を 高 め る た め の 方 法 で あ っ て 、 前 記 方 法 が 、
（ ａ ） 接 眼 レ ン ズ を 支 持 し て な る ハ ン ド ピ ー ス を 備 え 、 前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 外 面 と 潅 漑 ポ
ー ト と を 備 え て い る よ う な 、 医 療 用 の 内 視 鏡 を 提 供 す る 段 階 と 、
（ ｂ ） モ ジ ュ ー ル 式 の 内 視 鏡 バ ル ブ 組 立 体 を 提 供 す る 段 階 で あ っ て 、 こ の 組 立 体 が 、
入 口 ポ ー ト と 、 出 口 ポ ー ト と 、 取 付 面 と を 備 え て な る ハ ウ ジ ン グ と 、
ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 支 持 さ れ て 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と を 結 合 す る バ ル ブ で あ っ て 、 バ
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ル ブ が 入 口 ポ ー ト か ら 出 口 ポ ー ト へ の 流 れ を 閉 鎖 す る よ う な 第 １ の 位 置 と 、 バ ル ブ が 入 口
ポ ー ト か ら 出 口 ポ ー ト へ の 流 れ を 許 容 す る よ う な 第 ２ の 位 置 と の 間 に て 、 ユ ー ザ が 動 か す
こ と が で き る 手 動 制 御 式 の ア ク チ ュ ー タ を 備 え て な る よ う な 前 記 バ ル ブ と 、
取 付 面 に 付 着 し て な る 感 圧 性 の 接 着 剤 と 、 を 備 え て い る よ う な 上 記 段 階 と 、
（ ｃ ） ハ ン ド ピ ー ス の 外 面 に 接 着 剤 に て バ ル ブ 組 立 体 を 着 脱 可 能 に 固 定 す る 段 階 と 、
（ ｄ ） バ ル ブ 組 立 体 の 出 口 ポ ー ト を ハ ン ド ピ ー ス の 潅 漑 ポ ー ト に 着 脱 可 能 に 結 合 す る 段 階
と 、
（ ｅ ） 外 科 処 置 手 順 の 後 に ハ ン ド ピ ー ス の 外 面 か ら バ ル ブ 組 立 体 を 取 外 す 段 階 と 、
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
段 階 （ ｂ ） の バ ル ブ 組 立 体 は さ ら に 、 ハ ウ ジ ン グ に 支 持 さ れ て い る 帯 紐 を 備 え て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
方 法 が さ ら に 、
段 階 （ ｃ ） の 後 で か つ 段 階 （ ｅ ） の 前 に お い て 、 バ ル ブ 組 立 体 を 帯 紐 に て ハ ン ド ピ ー ス に
着 脱 可 能 に 固 定 す る 段 階 （ ｆ ） 、
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
医 療 用 の 内 視 鏡 の 制 御 効 率 を 高 め る た め の 方 法 で あ っ て 、 前 記 方 法 が 、
（ ａ ） 接 眼 レ ン ズ を 支 持 し て な る ハ ン ド ピ ー ス を 備 え 、 前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 外 面 と 潅 漑 ポ
ー ト と を 備 え て い る よ う な 、 医 療 用 の 内 視 鏡 を 提 供 す る 段 階 と 、
（ ｂ ） モ ジ ュ ー ル 式 の 内 視 鏡 バ ル ブ 組 立 体 を 提 供 す る 段 階 で あ っ て 、 こ の 組 立 体 が 、
入 口 ポ ー ト と 、 出 口 ポ ー ト と 、 取 付 面 と を 備 え て な る ハ ウ ジ ン グ と 、
ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 支 持 さ れ て 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と を 結 合 す る バ ル ブ で あ っ て 、 バ
ル ブ が 入 口 ポ ー ト か ら 出 口 ポ ー ト へ の 流 れ を 閉 鎖 す る よ う な 第 １ の 位 置 と 、 バ ル ブ が 入 口
ポ ー ト か ら 出 口 ポ ー ト へ の 流 れ を 許 容 す る よ う な 第 ２ の 位 置 と の 間 に て 、 ユ ー ザ が 動 か す
こ と が で き る 手 動 制 御 式 の ア ク チ ュ ー タ を 備 え て な る よ う な 前 記 バ ル ブ と 、
ハ ウ ジ ン グ に 支 持 さ れ て な る 帯 紐 と 、 を 備 え て い る よ う な 上 記 段 階 と 、
（ ｃ ） ハ ン ド ピ ー ス の 外 面 に 帯 紐 に て バ ル ブ 組 立 体 を 着 脱 可 能 に 固 定 す る 段 階 と 、
（ ｄ ） バ ル ブ 組 立 体 の 出 口 ポ ー ト を ハ ン ド ピ ー ス の 潅 漑 ポ ー ト に 着 脱 可 能 に 結 合 す る 段 階
と 、
（ ｅ ） 外 科 処 置 手 順 の 後 に ハ ン ド ピ ー ス の 外 面 か ら バ ル ブ 組 立 体 を 取 外 す 段 階 と 、
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
医 療 用 の 内 視 鏡 の 制 御 効 率 を 高 め る た め の 方 法 で あ っ て 、 前 記 方 法 が 、
（ ａ ） 接 眼 レ ン ズ を 支 持 し て な る ハ ン ド ピ ー ス を 備 え 、 前 記 ハ ン ド ピ ー ス は 外 面 と 潅 漑 ポ
ー ト と を 備 え て い る よ う な 、 医 療 用 の 内 視 鏡 を 提 供 す る 段 階 と 、
（ ｂ ） モ ジ ュ ー ル 式 の 内 視 鏡 バ ル ブ 組 立 体 を 提 供 す る 段 階 で あ っ て 、 こ の 組 立 体 が 、
入 口 ポ ー ト と 、 出 口 ポ ー ト と 、 取 付 面 と を 備 え て な る ハ ウ ジ ン グ と 、
ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 支 持 さ れ て 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と を 結 合 す る バ ル ブ で あ っ て 、 バ
ル ブ が 入 口 ポ ー ト か ら 出 口 ポ ー ト へ の 流 れ を 閉 鎖 す る よ う な 第 １ の 位 置 と 、 バ ル ブ が 入 口
ポ ー ト か ら 出 口 ポ ー ト へ の 流 れ を 許 容 す る よ う な 第 ２ の 位 置 と の 間 に て 、 ユ ー ザ が 動 か す
こ と が で き る 手 動 制 御 式 の ア ク チ ュ ー タ を 備 え て な る よ う な 前 記 バ ル ブ と 、 を 備 え て い る
よ う な 上 記 段 階 と 、
（ ｃ ） ハ ン ド ピ ー ス の 外 面 に 接 着 剤 に て バ ル ブ 組 立 体 を 着 脱 可 能 に 固 定 す る 段 階 と 、
（ ｄ ） バ ル ブ 組 立 体 の 出 口 ポ ー ト を ハ ン ド ピ ー ス の 潅 漑 ポ ー ト に 着 脱 可 能 に 結 合 す る 段 階
と 、
（ ｅ ） 外 科 処 置 手 順 の 後 に ハ ン ド ピ ー ス の 外 面 か ら バ ル ブ 組 立 体 を 取 外 す 段 階 と 、
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
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段 階 （ ｂ ） に て 提 供 さ れ る バ ル ブ 組 立 体 は さ ら に 、 バ ル ブ に 結 合 さ れ た ラ ッ チ で あ っ て 、
ユ ー ザ の 制 御 入 力 に 応 じ て 選 択 さ れ た 状 態 に バ ル ブ を 解 放 可 能 に 保 持 す る よ う な 上 記 ラ ッ
チ を さ ら に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 、 ２ ４ 、 又 は 、 ２ ５ の い ず れ か １ 項 に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
ラ ッ チ は 、 ア ク チ ュ ー タ に 結 合 さ れ て い て 、 ユ ー ザ の ア ク チ ュ ー タ の 操 作 に 応 じ て 、 入 口
ポ ー ト か ら 出 口 ポ ー ト へ の 流 れ を 許 容 す る 状 態 に バ ル ブ を 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
段 階 （ ｂ ） に て 提 供 さ れ る バ ル ブ 組 立 体 は 機 械 的 な 固 定 具 を 備 え 、 段 階 （ ｃ ） は 、 ハ ン ド
ピ ー ス の 外 面 に 機 械 的 な 固 定 具 を 係 合 さ せ る 段 階 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
機 械 的 な 固 定 具 は 、 ハ ン ド ピ ー ス の ま わ り に 少 な く と も 部 分 的 に 嵌 着 す る 形 状 で あ る よ う
な バ ネ ク リ ッ プ を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
段 階 （ ｂ ） に て 提 供 さ れ る ハ ウ ジ ン グ は さ ら に 、 ハ ウ ジ ン グ は 第 ２ の 入 口 ポ ー ト を 備 え 、
バ ル ブ は 第 １ と 第 ２ と の 位 置 に お い て は 第 ２ の 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と の 間 の 流 れ を 閉
鎖 し 、 ア ク チ ュ ー タ は ユ ー ザ に よ っ て 第 ３ の 位 置 へ と 可 動 に な っ て い て 、 こ の 第 ３ の 位 置
に お い て は 、 バ ル ブ は 第 ２ の 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と の 間 の 流 れ を 許 容 す る 一 方 、 最 初
に 述 べ た 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と の 間 の 流 れ を 閉 鎖 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 、
２ ４ 、 又 は 、 ２ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
方 法 が さ ら に 、
（ ｆ ） 段 階 （ ｅ ） に 先 だ っ て 、 最 初 に 述 べ た 入 口 ポ ー ト を 流 体 源 に 結 合 す る 段 階 と 、
（ ｇ ） 段 階 （ ｅ ） に 先 だ っ て 、 第 ２ の 入 口 ポ ー ト を 吸 引 源 に 結 合 す る 段 階 と 、
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
段 階 （ ｂ ） に て 提 供 さ れ る ハ ウ ジ ン グ は さ ら に 、 ハ ウ ジ ン グ は 第 ２ の 入 口 ポ ー ト を 備 え 、
段 階 （ ｂ ） に て 提 供 さ れ る バ ル ブ 組 立 体 は さ ら に 、 ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 支 持 さ れ て 第 ２ の
入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と を 結 合 す る 第 ２ の バ ル ブ で あ っ て 、 第 ２ の バ ル ブ が 第 ２ の 入 口
ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と の 間 の 流 れ を 閉 鎖 す る よ う な 第 ３ の 位 置 と 、 第 ２ の バ ル ブ が 第 ２ の
入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と の 間 の 流 れ を 許 容 す る よ う な 第 ４ の 位 置 と の 間 に て 、 ユ ー ザ が
動 か す こ と が で き る 手 動 制 御 式 の 第 ２ の ア ク チ ュ ー タ を 備 え て な る よ う な 前 記 第 ２ の バ ル
ブ を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 、 ２ ４ 、 又 は 、 ２ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
方 法 が さ ら に 、
（ ｆ ） 段 階 （ ｅ ） に 先 だ っ て 、 最 初 に 述 べ た 入 口 ポ ー ト を 流 体 源 に 結 合 す る 段 階 と 、
（ ｇ ） 段 階 （ ｅ ） に 先 だ っ て 、 第 ２ の 入 口 ポ ー ト を 吸 引 源 に 結 合 す る 段 階 と 、
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 関 連 出 願 】
本 願 は 、 ２ ０ ０ １ 年 １ 月 １ ７ 日 に 出 願 さ れ た 係 属 中 の 米 国 特 許 出 願 第 ０ ９ ／ ７ ６ １ ， ７ ８
４ 号 の 一 部 継 続 出 願 に 対 応 す る も の で 、 同 出 願 の 全 文 を こ こ で 参 照 し て 引 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 的 な 外 科 装 置 に 関 し 、 特 に 、 そ う し た 装 置 に て 潅 流 流 体 の 流 れ を 制 御 す
る た め に 使 用 さ れ る よ う な バ ル ブ 組 立 体 に 関 す る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 視 鏡 的 な 装 置 は 、 内 視 鏡 的 な 装 置 の 端 部 に あ る 視 認 領 域 へ 潅 流 流 体 を 導 く た め の 潅 流 ポ
ー ト を 備 え て い る の が 通 例 で あ る 。 ひ と つ の 従 来 技 術 の ア プ ロ ー チ で は 、 Ｉ Ｖ 流 体 バ ッ グ
内 に て 潅 流 流 体 を 加 圧 し て か ら 、 加 圧 さ れ た 潅 流 流 体 を 尿 管 検 査 鏡 な ど の 内 視 鏡 中 へ 直 接
的 に 供 給 し て い る 。 内 視 鏡 は 、 普 通 は 片 手 で 操 作 さ れ る 一 体 的 な バ ル ブ を 含 ん で い て 、 他
方 の 手 で は 内 視 鏡 の ハ ン ド ピ ー ス を 保 持 す る 。 こ の 装 置 の 利 点 は 、 潅 流 流 体 が 加 圧 さ れ て
い る た め に 、 尿 管 が 拡 張 し て 、 良 好 な 視 認 性 が 得 ら れ る こ と で あ る 。 こ の タ イ プ の 潅 流 装
置 の 潜 在 的 な 不 都 合 は 、 ２ 本 の 手 を 必 要 と す る た め に 、 流 体 の 流 れ を 制 御 す る こ と が 難 し
い こ と で あ る 。 流 体 の 流 れ が 適 切 に 制 御 さ れ な い と し た な ら ば 、 過 剰 に 速 い 流 れ に よ っ て
、 中 尿 管 や 上 尿 管 へ と 結 石 が 流 し 戻 さ れ る こ と に な る 。 ま た 、 管 外 漏 出 の 場 合 に は 、 制 御
さ れ な い 量 の 流 体 が 後 腹 膜 腔 へ 流 入 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
別 の タ イ プ の 潅 流 装 置 は 、 手 動 操 作 式 の 加 圧 型 潅 流 装 置 で あ っ て 、 Ｂ ａ ｒ ｄ 社 と 、 Ｂ ｏ ｓ
ｔ ｏ ｎ  Ｓ ｃ ｉ ｅ ｎ ｔ ｉ ｆ ｉ ｃ 社 と 、 Ａ Ｃ Ｍ Ｉ 社 と に よ っ て 商 業 的 に 製 造 さ れ て い る 。 こ
の ア プ ロ ー チ に よ れ ば 、 注 入 さ れ る 流 体 の 量 を 制 御 す る こ と が で き る け れ ど も 、 装 置 は 比
較 的 大 型 に な る 。 こ の 装 置 は 、 尿 管 検 査 鏡 か ら は 分 離 し て 取 付 け ら れ て 、 尿 管 検 査 鏡 の ハ
ン ド ピ ー ス を 保 持 す る た め と 、 潅 流 流 体 の 流 れ を 制 御 す る た め と に は 、 別 々 の 手 を 用 い る
。 時 折 、 補 助 者 が 流 体 の 流 れ を 制 御 し 、 医 師 は 左 手 で 内 視 鏡 を 保 持 し て 右 手 で 内 視 鏡 的 な
処 置 手 順 を 実 行 す る 。 こ の 場 合 に は 、 口 頭 に よ る 指 示 の 伝 達 は 、 医 師 が 直 接 的 に 手 動 制 御
す る の と 比 べ て 、 遅 く て 不 正 確 で あ る た め に 、 流 体 の 流 速 を 精 密 に 制 御 す る こ と は 困 難 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
第 ３ の タ イ プ の 潅 流 装 置 は 、 ２ 以 上 の シ リ ン ジ を 含 ん で い て 、 こ れ ら を 補 助 者 が ひ と つ ず
つ 操 作 し て 、 加 圧 潅 流 流 体 を 内 視 鏡 装 置 へ と 供 給 す る 。 一 般 的 に 、 一 方 の シ リ ン ジ の 使 用
中 に 他 方 の シ リ ン ジ を 補 助 者 が 充 填 で き る よ う に 、 バ ル ブ が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
第 ４ の タ イ プ の 潅 流 装 置 は 、 ロ ー ラ ー ポ ン プ 機 構 を 含 ん で い て 、 こ の 機 構 が 一 定 の 設 定 圧
力 の 潅 流 流 体 を 送 出 す る 。 こ の 装 置 は 、 過 剰 な 圧 力 を 防 止 す る た め の 吹 出 し バ ル ブ を 備 え
て い て 、 一 般 に は 、 整 形 外 科 で 関 節 鏡 検 査 を 行 な う な ど の 内 視 鏡 の 専 門 分 野 に て 使 用 さ れ
る 。 こ の 装 置 は 、 電 気 モ ー タ と 制 御 装 置 と を 用 い る 必 要 が あ る た め に 、 費 用 が 高 く て 大 型
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
Ｇ ｏ ｏ ｄ ｍ ａ ｎ に よ る 米 国 特 許 第 ４ ， ５ ６ ７ ， ８ ８ ０ 号 が 開 示 し て い る 内 視 鏡 装 置 は 、 三
方 弁 を 有 し て い て 、 こ れ は 内 視 鏡 の ハ ン ド ピ ー ス の 永 久 的 な 一 部 分 を 形 成 し て い る 。 こ の
装 置 に よ れ ば 、 医 師 は ハ ン ド ピ ー ス を 保 持 し て い る の と 同 じ 手 を 用 い て 、 潅 流 流 体 の 流 れ
を 制 御 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 Ｇ ｏ ｏ ｄ ｍ ａ ｎ の 装 置 は 、 特 別 に 構 成 さ れ た 内
視 鏡 を 必 要 と し て い て 、 潅 流 装 置 は 内 視 鏡 の 一 体 的 な 一 部 分 に な っ て い る 。 こ の こ と は 、
特 定 の ひ と つ の 内 視 鏡 と 一 緒 に 潅 流 装 置 を 使 用 す る こ と を 制 限 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 的 な 装 置 に お い て 潅 流 流 体 の 流 れ を 制 御 す る た め の 、 改 良 さ れ た 装 置 及
び 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
以 下 に 説 明 す る 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 を 含 ん で い て 、 か か る
組 立 体 は 、 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と バ ル ブ と を 支 持 し て な る ハ ウ ジ ン グ を 有 し て い る 。
ユ ー ザ は 、 内 視 鏡 を 保 持 し て い る 手 を 用 い て 手 動 式 に バ ル ブ を 制 御 し て 、 入 口 ポ ー ト か ら
出 口 ポ ー ト へ の 流 体 の 流 れ を 許 容 し た り 閉 鎖 し た り と 選 択 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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使 用 に 際 し て は 、 感 圧 性 の 接 着 剤 や 帯 紐 、 又 は 、 そ の 他 の 固 定 具 に よ っ て 、 内 視 鏡 の ハ ン
ド ピ ー ス に 着 脱 可 能 に ハ ウ ジ ン グ を 取 付 け る 。 入 口 ポ ー ト は 加 圧 さ れ た 潅 流 流 体 の 源 に 結
合 さ れ て 、 出 口 ポ ー ト は 内 視 鏡 の 潅 流 ポ ー ト に 結 合 さ れ る 。 医 師 は 、 片 手 の み を 用 い て 、
ハ ン ド ピ ー ス を 保 持 す る 役 目 と 、 潅 流 流 体 の 流 れ を 制 御 す る 役 目 と の 双 方 を 行 な う 。 代 表
的 に は 、 医 師 は 、 掌 に 片 手 の 親 指 と 他 の 指 と を 用 い て ハ ン ド ピ ー ス を 保 持 す る 。 医 師 は 、
ハ ン ド ピ ー ス を 保 持 し て い る 手 の １ 本 の 指 を 用 い て 、 潅 流 流 体 の 流 れ を 制 御 す る 。 こ れ に
よ り 、 他 方 の 手 は 自 由 な ま ま に 残 さ れ る の で 、 内 視 鏡 の 作 業 ポ ー ト を 介 し た 外 科 処 置 手 順
、 例 え ば 結 石 抜 取 り バ ス ケ ッ ト の 位 置 決 め や 操 作 な ど を 行 な う こ と が で き る 。 外 科 処 置 手
順 が 終 了 し た な ら ば 、 モ ジ ュ ー ル 式 の ハ ウ ジ ン グ は 、 内 視 鏡 か ら 単 に 取 外 さ れ て 廃 棄 さ れ
る 。 こ れ に よ り 、 バ ル ブ 組 立 体 の バ ル ブ や ポ ー ト を 清 掃 す る 必 要 性 は 解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ハ ウ ジ ン グ は 、 １ 又 は 複 数 の 部 品 と し て 形 成 さ れ て い て 、 医 師 が 潅 流 流 体 の 流 れ の 制 御 に
加 え て 、 吸 引 を も 制 御 で き る よ う に 、 第 ２ の バ ル ブ を 含 む こ と が で き る 。
以 上 の 説 明 は 、 概 論 と し て 述 べ た も の で あ っ て 、 特 許 請 求 の 範 囲 を 狭 め る よ う な 根 拠 と す
べ き で は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 図 １ を 参 照 す る と 、 本 実 施 形 態 で は 尿 管 検 査 鏡 で あ る 内 視 鏡 装 置 １ ０ を 斜 視 図 に て
示 し て い る 。 尿 管 検 査 鏡 １ ０ は ハ ン ド ピ ー ス １ ２ を 含 ん で い て 、 そ の 片 端 に は 接 眼 レ ン ズ
１ ４ が 、 他 端 に は シ ャ フ ト １ ６ が 支 持 さ れ て い る 。 ハ ン ド ピ ー ス １ ２ に は 潅 流 ポ ー ト １ ８
が 支 持 さ れ て い て 、 潅 流 ポ ー ト １ ８ を 介 し て 導 入 さ れ た 潅 流 流 体 は 、 患 者 に 挿 入 さ れ た シ
ャ フ ト １ ６ の 端 部 の 視 認 領 域 へ と 導 か れ る 。 ハ ン ド ピ ー ス １ ２ は 外 面 ２ ０ を 形 成 し て い る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
内 視 鏡 装 置 １ ０ は あ ら ゆ る 適 当 な 形 態 を と る こ と が で き て 、 本 発 明 は な ん ら 特 定 の 実 施 形
態 に 制 限 さ れ る こ と は な い 。 例 え ば 、 Ｗ ａ ｌ ｌ ａ ｃ ｅ の 米 国 特 許 第 ２ ， ６ ９ １ ， ３ ７ ０ 号
、 Ｉ ｂ ｅ の 米 国 特 許 第 ４ ， １ ３ ２ ， ２ ２ ７ 号 、 Ｇ ｏ ｏ ｄ ｍ ａ ｎ の 米 国 特 許 第 ４ ， ５ ６ ７ ，
８ ８ ０ 号 、 Ｃ ｈ ｏ の 米 国 特 許 第 ５ ， ０ ８ ３ ， ５ ４ ９ 号 、 Ｍ ｕ ｌ ｌ ｅ ｒ の 米 国 特 許 第 ５ ， １
９ ９ ， ４ １ ７ 号 、 Ｂ ｏ ｎ ａ ｔ ｉ の 米 国 特 許 第 ５ ， ２ ９ ０ ， ２ ７ ９ 号 、 及 び 、 Ｏ ｄ ａ ｎ ａ ｃ
ｋ ａ の 米 国 特 許 第 ５ ， ８ ３ ０ ， １ ２ ６ 号 な ど の 米 国 特 許 の 任 意 の 内 視 鏡 を 本 発 明 と 併 用 す
る こ と が で き る 。 在 来 の Ａ Ｃ Ｍ Ｉ 社 や 、 Ｗ ｏ ｌ ｆ 社 、 Ｏ ｌ ｙ ｍ ｐ ｕ ｓ 社 、 及 び 、 Ｓ ｔ ｏ ｒ
ｚ 社 に よ っ て 製 造 さ れ て い る 尿 管 検 査 鏡 な ど の 内 視 鏡 は 、 本 発 明 と 併 用 す る た め に 好 適 で
あ る 。 こ の リ ス ト は 、 例 示 す る こ と だ け を 意 図 し て い て 、 最 も 広 範 囲 に は 、 尿 管 検 査 鏡 や
、 関 節 鏡 、 腹 腔 鏡 、 子 宮 鏡 、 鼻 腔 鏡 、 そ の 他 の 特 徴 の 内 視 鏡 を 本 発 明 と 共 に 併 用 す る こ と
が で き 、 そ れ ら に は 可 撓 性 の 内 視 鏡 、 準 堅 固 な 、 及 び 、 堅 固 な 内 視 鏡 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
使 用 に 際 し て は 、 医 師 は 片 手 で ハ ン ド ピ ー ス を 保 持 し て 、 接 眼 レ ン ズ を 覗 い て 、 シ ャ フ ト
を 所 望 の 位 置 に 位 置 決 め す る 。 他 方 の 手 は 代 表 的 に は 、 シ ャ フ ト の 作 業 ポ ー ト を 介 し て 患
者 に 挿 入 さ れ た 外 科 の ツ ー ル を 操 作 す る た め に 用 い ら れ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 モ ジ ュ ー
ル 式 の 内 視 鏡 の バ ル ブ 組 立 体 ３ ０ は 、 ハ ン ド ピ ー ス １ ２ に 着 脱 可 能 に 固 定 さ れ る 。 図 ２ 及
び 図 ３ に は 、 バ ル ブ 組 立 体 ３ ０ を 詳 細 に 示 し て い て 、 こ れ は 入 口 ポ ー ト ３ ２ と 出 口 ポ ー ト
３ ４ と を 含 ん で い る 。 使 用 に 際 し て 、 入 口 ポ ー ト ３ ２ は 加 圧 さ れ た 潅 流 流 体 の 源 に 着 脱 可
能 に 結 合 さ れ 、 出 口 ポ ー ト ３ ４ は ハ ン ド ピ ー ス の 潅 流 ポ ー ト １ ８ に 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
バ ル ブ 組 立 体 ３ ０ は 、 入 口 ポ ー ト ３ ２ と 出 口 ポ ー ト ３ ４ と の 間 に 介 在 し て な る バ ル ブ を 含
ん で い て 、 こ の バ ル ブ は バ ル ブ ア ク チ ュ ー タ ３ ８ に よ っ て 制 御 さ れ る 。 バ ル ブ 組 立 体 ３ ０
は 、 取 付 面 ５ ２ を 含 ん で な る ハ ウ ジ ン グ ５ ０ を 含 ん で い る 。 取 付 面 ５ ２ に は 感 圧 性 の 接 着
剤 ４ ０ が 付 着 し て い て 、 こ れ は 当 初 は 剥 離 紙 ４ ６ に よ っ て 被 覆 さ れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ ５
０ は 、 一 対 の 帯 紐 ４ ２ を 支 持 し て い て 、 こ れ ら は そ れ ぞ れ マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） ４
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４ を 含 ん で い る 。 出 口 ポ ー ト ３ ４ に 連 通 す る よ う に 、 造 影 剤 導 入 ポ ー ト ４ ８ が 設 け ら れ て
い る 。 出 口 ポ ー ト ３ ４ か ら 造 影 剤 導 入 ポ ー ト ４ ８ へ の 、 ま た そ の 逆 方 向 へ の 流 れ を 防 止 す
る た め に 、 逆 止 バ ル ブ （ 図 示 せ ず ） を 備 え る と 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ４ は 、 バ ル ブ 組 立 体 ３ ０ の 入 口 ポ ー ト ３ ２ を 加 圧 さ れ た 潅 流 流 体 の 源 に 着 脱 可 能 に 結 合
す る た め の や り 方 を 示 し て い て 、 こ こ で は 、 潅 流 流 体 は Ｉ Ｖ バ ッ グ ６ ０ に 収 容 さ れ て い る
。 Ｉ Ｖ バ ッ グ ６ ０ は 、 圧 力 カ フ ６ ２ の 内 部 に 配 置 さ れ て い て 、 圧 力 カ フ は 圧 力 ゲ ー ジ ６ ６
に て 示 さ れ る 圧 力 に ま で 膨 張 器 ６ ４ で 膨 ら ま せ ら れ る 。 標 準 的 な ル ア ー ロ ッ ク 取 付 具 を 使
用 し て 、 入 口 ポ ー ト ３ ２ を 管 ６ ８ に 結 合 し 、 こ の 管 は Ｉ Ｖ バ ッ グ ６ ０ に 結 合 さ れ る 。 Ｉ Ｖ
バ ッ グ は 、 従 来 の 潅 流 流 体 を 含 ん で い て 、 潅 流 流 体 は 、 圧 力 カ フ ６ ２ が 膨 張 器 ６ ４ に て 所
定 圧 力 ま で 膨 張 す る こ と に よ っ て 加 圧 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ５ 及 び 図 ６ は 、 バ ル ブ 組 立 体 ３ ０ の バ ル ブ ３ ６ を 示 し た 模 式 図 で あ る 。 図 ５ に お い て 、
バ ル ブ ア ク チ ュ ー タ ３ ８ が 押 し 下 げ ら れ る と 、 バ ル ブ ３ ６ は 入 口 ポ ー ト ３ ２ か ら 出 口 ポ ー
ト ３ ４ へ の 流 体 の 流 れ を 許 容 す る 。 バ ル ブ ア ク チ ュ ー タ ３ ８ か ら 手 動 の 操 作 圧 力 を 取 除 く
と 、 バ ル ブ ３ ６ は 図 ６ に 示 し た 状 態 へ と 復 帰 し て 、 こ の 状 態 で は 、 バ ル ブ ３ ６ は 入 口 ポ ー
ト ３ ２ と 出 口 ポ ー ト ３ ４ と の 間 の 流 体 の 流 れ を 閉 鎖 す る 。 変 形 例 と し て は 、 ア ク チ ュ ー タ
３ ８ を 押 し 下 げ た と き に 流 体 の 流 れ を 閉 鎖 し て 、 ア ク チ ュ ー タ ３ ８ を 解 放 し た と き に 流 体
の 流 れ が 許 容 さ れ る よ う に 、 バ ル ブ ３ ８ を 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ５ 及 び 図 ６ に 示 し た バ ル ブ ３ ６ は 、 直 動 式 の バ ル ブ で あ っ て 、 図 ５ の 開 い た 位 置 と 図 ６
の 閉 じ た 位 置 と の 間 に て 、 直 線 状 の 軸 線 に 沿 っ て 摺 動 す る 。 他 の タ イ プ の バ ル ブ を 使 用 し
て も 良 く 、 そ れ ら に は 、 米 国 特 許 第 ４ ， ２ ３ ８ ， １ ０ ８ 号 の 直 動 式 の バ ル ブ や 、 図 ７ 及 び
図 ８ に 示 し た 回 転 バ ル ブ ８ ０ な ど が 含 ま れ る 。 回 転 バ ル ブ ８ ０ は 、 図 ７ の 開 い た 位 置 と 図
８ の 閉 じ た 位 置 と の 間 に て 中 心 軸 線 を 中 心 と し て 回 転 し て 、 関 連 す る バ ル ブ ア ク チ ュ ー タ
（ 図 示 せ ず ） も 同 様 に 回 転 動 作 を 行 な う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
使 用 に 際 し て は 、 バ ル ブ 組 立 体 ３ ０ は 内 視 鏡 １ ０ と は 別 々 に 配 給 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は
、 バ ル ブ 組 立 体 ３ ０ は 様 々 な 内 視 鏡 １ ０ に 適 合 す る 形 状 に な っ て い て 、 バ ル ブ 組 立 体 ３ ０
の た め に 内 視 鏡 １ ０ を 特 別 な 形 状 と す る 必 要 は な い 。 内 視 鏡 を 用 い た 処 置 手 順 に 先 だ っ て
、 剥 離 紙 ４ ６ を 取 除 い て 、 取 付 面 ５ ２ の 感 圧 性 の 接 着 剤 ４ ０ を 露 出 さ せ る 。 そ れ か ら 、 バ
ル ブ 組 立 体 ３ ０ を 内 視 鏡 １ ０ の 外 面 ２ ０ に 配 置 す る と 、 感 圧 性 の 接 着 剤 ４ ０ に よ っ て 、 バ
ル ブ 組 立 体 ３ ０ は 所 定 位 置 に 着 脱 可 能 に 保 持 さ れ る 。 ハ ン ド ピ ー ス １ ２ に は 帯 紐 ４ ２ を 巻
付 け て 、 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） ４ ４ を 互 い に 固 定 し て 、 バ ル ブ 組 立 体 ３ ０ を 所 定 位
置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
バ ル ブ 組 立 体 ３ ０ を ハ ン ド ピ ー ス １ ２ に 固 定 す る 前 に 又 は 固 定 し た 後 に 、 入 口 ポ ー ト ３ ２
を 管 ６ ８ に 着 脱 可 能 に 固 定 し て （ 図 ４ 参 照 ） 、 出 口 ポ ー ト ３ ４ を ハ ン ド ピ ー ス １ ２ の 潅 流
ポ ー ト １ ８ に 着 脱 可 能 に 固 定 す る （ 図 １ 参 照 ） 。 好 ま し く は 、 バ ル ブ 組 立 体 ３ ０ を 管 ６ ８
に 結 合 し た 後 に は 、 バ ル ブ 組 立 体 を 洗 い 流 し て か ら 、 潅 流 ポ ー ト １ ８ に 結 合 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 医 師 は 、 片 手 に て ハ ン ド ピ ー ス １ ２ を 保 持 す る と 共 に 、 加 圧 さ れ た 潅 流 流 体 の 流 れ
を バ ル ブ 組 立 体 ３ ０ で 制 御 し て 、 所 望 の 内 視 鏡 的 な 処 置 手 順 を 行 な う 。 ハ ン ド ピ ー ス を 保
持 し て い る 片 手 の 一 部 分 （ 例 え ば 指 や 手 首 に 近 い 付 け 根 ） を 用 い て 、 バ ル ブ ア ク チ ュ ー タ
を 動 か す 。
内 視 鏡 的 な 処 置 手 順 を 完 了 し た な ら ば 、 内 視 鏡 １ ０ か ら 簡 単 に バ ル ブ 組 立 体 ３ ０ を 取 外 す
た め に 、 マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） ４ ４ を 取 外 し て 、 バ ル ブ 組 立 体 １ ０ を ハ ン ド ピ ー ス
１ ２ か ら 捩 る よ う に 持 上 げ て 、 感 圧 性 の 接 着 剤 ４ ０ を 引 き 剥 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 述 の バ ル ブ 組 立 体 ３ ０ は 、 感 圧 性 の 接 着 剤 と 組 を な す 帯 紐 と の 双 方 を 使 用 し て 、 ハ ン ド
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ピ ー ス １ ２ の 所 定 位 置 に バ ル ブ 組 立 体 ３ ０ を 着 脱 可 能 に 固 定 し て い た 。 変 形 例 の 実 施 形 態
で は 、 帯 紐 で 補 強 せ ず に 接 着 剤 だ け を 使 用 し た り 、 接 着 剤 を 使 用 せ ず に 帯 紐 だ け を 使 用 し
て も 良 い 。 帯 紐 に は 様 々 な 変 形 例 が あ る 。 例 え ば 、 バ ル ブ 組 立 体 の 上 部 に か ぶ せ る よ う に
帯 紐 を 通 し て 、 ア ク チ ュ ー タ は 帯 紐 の 開 口 に 通 し て も 良 い 。 帯 紐 は 、 バ ル ブ 組 立 体 に 固 着
さ れ て い て も 、 さ れ て い な く て も 良 い 。 ま た 、 他 の タ イ プ の 固 定 具 を 使 用 し て 、 バ ル ブ 組
立 体 を 内 視 鏡 の 所 定 位 置 に 着 脱 可 能 に 保 持 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ９ は 、 本 発 明 に よ る モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 の 第 ２ の 好 ま し い 実 施 形 態 ９ ０ を 示 し
て い る 。 バ ル ブ 組 立 体 ９ ０ は 、 バ ル ブ 組 立 体 ９ ０ を ハ ン ド ピ ー ス １ ２ ’  に 着 脱 可 能 に 取
付 け る や り 方 が 異 な る こ と を 除 い て は 、 前 述 し た バ ル ブ 組 立 体 ３ ０ と 同 じ で あ る 。 本 実 施
形 態 で は 、 バ ル ブ 組 立 体 ９ ０ は 機 械 的 な 固 定 具 ９ ２ を 備 え て い て 、 ハ ン ド ピ ー ス １ ２ ’  
は 対 応 す る 固 定 具 ９ ４ を 備 え て い て 、 必 要 に 応 じ て 、 バ ル ブ 組 立 体 ９ ０ は ハ ン ド ピ ー ス １
２ ’  の 所 定 位 置 に ス ナ ッ プ 結 合 さ せ た り 取 外 し た り す る こ と が で き る 。 こ の 例 で は 、 固
定 具 ９ ２ は 突 出 し た ス タ ッ ド の 形 態 に な っ て い て 、 対 応 す る 固 定 具 ９ ４ は 、 固 定 具 ９ ２ を
ス ナ ッ プ ロ ッ ク 式 に 受 入 れ る よ う な 、 凹 部 に な つ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ ０ に 示 し た 第 ３ の バ ル ブ 組 立 体 １ ０ ０ は 、 固 定 具 １ ０ ２ は 凹 部 の 形 状 で あ り 、 対 応 す
る 固 定 具 １ ０ ４ は 突 出 し た ス タ ッ ド で あ っ て 固 定 具 １ ０ ２ に 嵌 入 す る こ と を 除 い て は 、 図
９ の バ ル ブ 組 立 体 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ １ は 、 図 １ ０ に 示 し た ハ ン ド ピ ー ス １ ２ ” の 対 応 す る 固 定 具 １ ０ ４ に カ バ ー １ １ ０ を
ス ナ ッ プ 結 合 さ せ た 様 子 を 示 し て い る 。 カ バ ー １ １ ０ は 、 バ ル ブ 組 立 体 が ハ ン ド ピ ー ス １
２ ” の 所 定 位 置 に 無 い と き に 、 対 応 す る 固 定 具 １ ０ ４ を 被 覆 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 １ ２ は 、 別 の モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 １ ２ ０ を 内 視 鏡 装 置 の ハ ン ド ピ ー ス １ ２ の 所
定 位 置 に 取 付 け た 様 子 を 示 し て い る 。 バ ル ブ 組 立 体 １ ２ ０ は 、 ア ク チ ュ ー タ １ ２ ２ と 入 口
ポ ー ト １ ２ ４ と 出 口 ポ ー ト １ ２ ６ と を 含 ん で い る 。 バ ル ブ 組 立 体 １ ２ ０ は ベ ー ス １ ３ ０ に
取 付 け ら れ 、 ベ ー ス １ ３ ０ は バ ネ ク リ ッ プ １ ２ ８ を 支 持 し て お り 、 こ の バ ネ ク リ ッ プ は 、
ハ ン ド ピ ー ス １ ２ に 少 な く と も 部 分 的 に 巻 付 け ら れ る よ う に デ ザ イ ン さ れ て い て 、 ベ ー ス
１ ３ ０ を 着 脱 可 能 に 保 持 す る こ と で 、 バ ル ブ 組 立 体 １ ２ ０ を ハ ン ド ピ ー ス １ ２ の 所 定 位 置
に 保 持 す る 。 バ ネ ク リ ッ プ １ ２ ８ は 、 モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 を 内 視 鏡 装 置 に 着 脱 可
能 に 取 付 け る の に 好 適 な 機 械 的 な 固 定 具 の 別 の 例 で あ る 。 こ の 例 で は 、 ハ ン ド ピ ー ス １ ２
の 外 面 は 、 バ ネ ク リ ッ プ １ ２ ８ と 協 働 し て 、 バ ル ブ 組 立 体 １ ２ ０ を 内 視 鏡 装 置 の 所 定 位 置
に 保 持 す る た め の 、 対 応 す る 固 定 具 で あ る と み な す こ と が で き る 。 モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ
組 立 体 １ ２ ０ の 構 造 の 詳 細 は 、 本 願 の 他 の バ ル ブ 組 立 体 の 任 意 の も の に 従 っ て 、 広 範 囲 に
変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 １ ３ は 、 他 の モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 １ ４ ０ を 示 し た 断 面 図 で あ る 。 モ ジ ュ ー ル 式
の バ ル ブ 組 立 体 １ ４ ０ の ハ ウ ジ ン グ １ ４ ２ は 、 入 口 ポ ー ト １ ４ ４ と 出 口 ポ ー ト １ ４ ６ と を
支 持 し て い る 。 バ ル ブ 要 素 １ ４ ８ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ４ ２ に 形 成 さ れ た シ リ ン ダ の 中 に 摺 動
可 能 に 受 入 れ ら れ て い て 、 バ ル ブ 要 素 １ ４ ８ は 環 状 の 凹 部 １ ５ ０ を 形 成 し て い る 。 環 状 の
凹 部 １ ５ ０ は バ ル ブ 要 素 １ ４ ８ の 全 体 を 取 巻 い て い て 、 凹 部 １ ５ ０ が ポ ー ト １ ４ ４ 及 び １
４ ６ と 整 列 し た と き に は 、 入 口 ポ ー ト １ ４ ４ と 出 口 ポ ー ト １ ４ ６ と の 間 を 相 互 に 結 合 す る
流 路 を 提 供 す る 。 バ ル ブ 要 素 １ ４ ８ は 、 バ ネ １ ５ ２ に よ っ て 、 図 １ ３ に お け る 上 方 へ と 付
勢 さ れ て い る 。 バ ル ブ 組 立 体 １ ４ ０ は ア ク チ ュ ー タ １ ５ ６ を 含 ん で い て 、 ユ ー ザ は こ れ を
指 で 押 し 下 げ る 。 ア ク チ ュ ー タ １ ５ ６ と バ ル ブ 要 素 １ ４ ８ と の 間 に は ラ ッ チ １ ５ ４ が 介 挿
さ れ て い て 、 ラ ッ チ １ ５ ４ は バ ル ブ 要 素 １ ４ ８ を 選 択 位 置 に 保 持 す る 働 き を す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
使 用 に 際 し て は 、 入 口 ポ ー ト １ ４ ４ を 潅 流 流 体 の 源 に 結 合 し 、 出 口 ポ ー ト １ ４ ６ を 内 視 鏡
装 置 の 潅 流 ポ ー ト に 結 合 す る 。 図 １ ３ に 示 し た 状 態 で は 、 凹 部 １ ５ ０ は 入 口 ポ ー ト １ ４ ４
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と 出 口 ポ ー ト １ ４ ６ と か ら 外 れ て い る の で 、 潅 流 流 体 は 出 口 ポ ー ト １ ４ ６ へ 通 過 す る こ と
が な い 。 ユ ー ザ が ア ク チ ュ ー タ １ ５ ６ を 図 １ ３ の 下 方 向 へ 押 し 下 げ る と 、 凹 部 １ ５ ０ は 入
口 ポ ー ト １ ４ ４ 及 び 出 口 ポ ー ト １ ４ ６ と 整 列 す る よ う に な っ て 、 潅 流 流 体 は 内 視 鏡 装 置 へ
流 れ る よ う に な る 。 ア ク チ ュ ー タ １ ５ ６ を さ ら に 押 し 下 げ る と 、 ラ ッ チ １ ５ ４ に よ っ て 、
バ ル ブ 要 素 １ ４ ８ は 凹 部 １ ５ ０ が 入 口 ポ ー ト １ ４ ４ 及 び 出 口 ポ ー ト １ ４ ６ と 整 列 し た 状 態
に 保 持 さ れ る 。 ラ ッ チ １ ５ ４ が 係 合 し た な ら ば 、 ユ ー ザ は ア ク チ ュ ー タ １ ５ ６ か ら 手 を 離
す こ と が で き 、 入 口 ポ ー ト １ ４ ４ か ら 出 口 ポ ー ト １ ４ ６ へ の 大 き な 流 量 の 潅 流 流 体 の 流 れ
が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
潅 流 流 体 の 流 れ を 停 止 さ せ る た め に は 、 ユ ー ザ が 再 び ア ク チ ュ ー タ １ ５ ６ を 押 し 下 げ る と
、 ラ ッ チ １ ５ ４ が バ ル ブ 要 素 １ ４ ８ を 解 放 し て 、 上 方 に 動 い た 図 １ ３ の 状 態 へ と 復 帰 す る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
バ ル ブ 組 立 体 １ ４ ０ の た め に 、 ユ ー ザ は 、 前 述 の 如 く 、 ア ク チ ュ ー タ １ ５ ６ を 徐 々 に 押 し
下 げ る こ と に よ っ て 潅 流 流 体 の 流 れ を 調 節 で き る 。 ラ ッ チ １ ５ ４ に よ っ て 、 ユ ー ザ が ラ ッ
チ を 解 放 す る ま で 、 バ ル ブ を 開 い た 状 態 に 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ラ ッ チ １ ５ ４ と し て は 、 多 く の 代 替 的 な 構 造 を 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ラ ッ チ １
５ ４ は 、 在 来 の 引 込 み 式 の ボ ー ル ペ ン に 使 用 さ れ て い る の と 類 似 し た ラ ッ チ 機 構 と し て 構
成 す る こ と が で き る 。 そ う し た ラ ッ チ 機 構 で は 、 ア ク チ ュ ー タ を 最 初 に 押 し 下 げ る と 、 ラ
ッ チ 要 素 は 下 方 に 保 持 さ れ 、 ア ク チ ュ ー タ を 次 回 に 押 し 下 げ る と 、 ラ ッ チ 要 素 は 上 方 に 動
く 。 こ れ は 単 な る ひ と つ の 例 示 で あ っ て 、 多 く の 変 形 例 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 １ ４ 、 図 １ ５ 、 及 び 、 図 １ ６ は 、 上 述 し た の と 同 様 に 使 用 す る こ と が で き る 、 他 の モ ジ
ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 １ ６ ０ を 示 し て い る 。 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル
ブ 組 立 体 １ ６ ０ の ハ ウ ジ ン グ １ ６ ２ は 、 摺 動 で き る よ う な バ ル ブ 要 素 １ ６ ４ を 支 持 し て い
る 。 バ ル ブ 要 素 １ ６ ４ は 、 ２ つ の 間 隔 を 隔 て た 環 状 の 凹 部 １ ６ ６ 及 び １ ６ ８ を 形 成 し て い
て 、 バ ル ブ 要 素 １ ６ ４ の 上 端 は ア ク チ ュ ー タ １ ７ ０ を 形 成 し て い る 。 バ ル ブ 要 素 １ ６ ４ は
、 バ ネ １ ７ ８ に よ っ て 、 図 １ ４ に 示 し た 上 方 の 位 置 へ と 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ハ ウ ジ ン グ １ ６ ２ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 入 口 ポ ー ト １ ７ ２ 及 び １ ７ ４ と 、 こ れ ら に 整 列 さ れ
て 出 口 ポ ー ト １ ７ ６ へ 結 合 さ れ て い る 管 １ ７ ３ 及 び １ ７ ５ と を 支 持 し て い る 。 第 １ の 入 口
ポ ー ト １ ７ ２ は 、 使 用 中 に は 、 潅 流 流 体 の 源 な ど の 流 体 源 に 結 合 さ れ る 。 第 ２ の 入 口 ポ ー
ト １ ７ ４ は 、 使 用 中 に は 、 部 分 真 空 な ど の 吸 引 源 に 結 合 さ れ る 。 出 口 ポ ー ト １ ７ ６ は 、 使
用 中 に は 、 内 視 鏡 装 置 の 潅 流 ポ ー ト に 結 合 さ れ る 。 逆 止 バ ル ブ （ 図 示 せ ず ） を 使 用 し て 、
管 １ ７ ３ か ら 管 １ ７ ５ へ の 、 ま た そ の 逆 方 向 へ の 流 れ を 防 止 す る と 良 い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 １ ４ に 示 し た 休 止 状 態 に お い て は 、 バ ル ブ 要 素 １ ６ ４ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 入 口 ポ ー ト １
７ ２ 及 び １ ７ ４ の 双 方 を 、 出 口 ポ ー ト １ ７ ６ か ら 隔 離 す る 。 こ れ は 、 第 １ の 入 口 ポ ー ト １
７ ２ が 第 １ の 凹 部 １ ６ ６ と は 整 列 さ れ て お ら ず 、 第 ２ の 入 口 ポ ー ト １ ７ ４ は 第 ２ の 凹 部 １
６ ８ と 整 列 さ れ て い な い た め で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 １ ５ は 、 第 ２ の 位 置 に お け る バ ル ブ 組 立 体 １ ６ ０ を 示 し て い て 、 ユ ー ザ が ア ク チ ュ ー タ
１ ７ ０ を 押 し 下 げ た こ と に よ っ て 、 バ ネ １ ７ ８ は 圧 縮 さ れ て 、 第 １ の 凹 部 １ ６ ６ は 第 １ の
入 口 ポ ー ト １ ７ ２ 及 び 管 １ ７ ３ と 整 列 し て い る 。 こ の 状 態 で は 、 流 体 源 か ら の 潅 流 流 体 は
組 立 体 １ ６ ０ を 通 っ て 出 口 ポ ー ト １ ７ ６ へ 流 れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 １ ６ に 示 す よ う に 、 ア ク チ ュ ー タ １ ７ ０ を さ ら に 押 し 下 げ る と 、 第 １ の 凹 部 １ ６ ６ は 第
１ の 入 口 ポ ー ト １ ７ ２ と の 整 列 か ら 外 れ て 、 第 ２ の 凹 部 １ ６ ８ が 第 ２ の 入 口 ポ ー ト １ ７ ４
と 整 列 す る よ う に 動 く 。 こ の 状 態 で は 、 バ ル ブ 組 立 体 １ ６ ０ は 、 第 ２ の 入 口 ポ ー ト １ ７ ４
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と 第 ２ の 管 １ ７ ５ と を 出 口 ポ ー ト １ ７ ６ へ つ な げ て 、 吸 引 源 か ら の 吸 引 を 許 容 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 １ ４ ～ 図 １ ６ に 示 し た モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 １ ６ ０ は 、 前 述 の 如 く 、 内 視 鏡 装 置
の ハ ン ド ピ ー ス に 着 脱 可 能 に 取 付 け ら れ る こ と を 意 図 し て い る 。 バ ル ブ 組 立 体 を ハ ン ド ピ
ー ス に 着 脱 可 能 に 固 定 す る た め に は 、 上 述 し た 任 意 の 機 構 を 使 用 す る こ と が で き る 。 バ ル
ブ 組 立 体 １ ６ ０ は 、 流 体 源 か ら 出 口 ポ ー ト １ ７ ６ へ 潅 流 流 体 を バ ル ブ 切 替 す る た め の 上 述
し た す べ て の 機 能 を 提 供 す る 。 さ ら に 、 バ ル ブ 組 立 体 １ ６ ０ に よ れ ば 、 医 師 は 、 ア ク チ ュ
ー タ １ ７ ０ を 図 １ ６ の 完 全 に 押 し 下 げ た 状 態 へ 動 か す こ と に よ っ て 、 内 視 鏡 装 置 に 効 率 的
か つ 簡 単 に 吸 引 を 導 入 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 単 一 の バ ル ブ 組 立 体 に よ っ て 、 内 視 鏡
装 置 の 潅 流 ポ ー ト へ の 、 潅 流 流 体 の 導 入 と 吸 引 の 適 用 と の 双 方 を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
バ ル ブ 組 立 体 １ ６ ０ で は 、 上 述 し た バ ル ブ 切 替 機 能 を 実 現 す る た め に 、 直 動 式 の 摺 動 バ ル
ブ を 利 用 し て い る 。 本 発 明 は 、 そ う し た 直 動 摺 動 式 の バ ル ブ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、
様 々 な 広 範 囲 の バ ル ブ 機 構 を 使 用 し て 、 か か る バ ル ブ 切 替 機 能 を 行 な う こ と が で き る こ と
を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 １ ７ は 、 前 述 し た の と 同 じ く 、 内 視 鏡 装 置 の ハ ン ド ピ ー ス に 着 脱 可 能 に 固 定 さ れ る こ と
を 目 的 と し た 、 他 の モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 １ ８ ０ を 示 し た 断 面 図 で あ る 。 モ ジ ュ ー
ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 １ ８ ０ の ハ ウ ジ ン グ １ ８ ２ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の バ ル ブ 要 素 １ ８ ４ 及 び
１ ８ ５ を 支 持 し て い る 。 第 １ の バ ル ブ 要 素 １ ８ ４ は 、 第 １ の 凹 部 １ ８ ６ と 第 １ の ア ク チ ュ
ー タ １ ９ ０ と を 含 ん で い る 。 第 １ の バ ル ブ 要 素 １ ８ ４ は 、 バ ネ １ ９ ８ に よ っ て 、 図 １ ７ に
示 し た 上 方 の 位 置 へ と 付 勢 さ れ て い る 。 こ の 上 方 の 位 置 で は 、 バ ル ブ 要 素 １ ８ ４ は 、 第 １
の 入 口 ポ ー ト １ ９ ２ と 管 １ ９ ３ と の 間 の 流 体 の 流 れ を 閉 鎖 す る 。 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 管
１ ９ ３ は 出 口 ポ ー ト １ ９ ６ に 結 合 さ れ て い て 、 こ の 出 口 ポ ー ト は 前 述 の 如 く 内 視 鏡 装 置 の
潅 流 ポ ー ト （ 図 示 せ ず ） に 結 合 さ れ る 。 第 １ の ア ク チ ュ ー タ １ ９ ０ を 押 し 下 げ て 、 第 １ の
凹 部 １ ８ ６ を 第 １ の 入 口 ポ ー ト １ ９ ２ 及 び 第 １ の 管 １ ９ ３ に 整 列 さ せ る と 、 流 体 源 （ 図 示
せ ず ） か ら の 潅 流 流 体 は 、 第 １ の 入 口 ポ ー ト １ ９ ２ か ら 出 口 ポ ー ト １ ９ ６ へ と 通 過 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
第 ２ の バ ル ブ 要 素 １ ８ ５ は 、 第 ２ の 凹 部 １ ８ ８ を 形 成 し て い て 、 第 ２ の バ ネ １ ９ ９ に よ っ
て 、 図 １ ７ に 示 し た 上 方 の 位 置 へ と 付 勢 さ れ て い る 。 第 ２ の バ ル ブ 要 素 １ ８ ５ の 上 方 の 部
分 は 、 第 ２ の ア ク チ ュ ー タ １ ９ １ に 結 合 さ れ て い る 。 こ の 非 制 限 的 な 例 に お い て は 、 第 ２
の ア ク チ ュ ー タ １ ９ １ は 、 医 師 が バ ル ブ 組 立 体 １ ８ ０ の 任 意 の 側 方 か ら 同 ア ク チ ュ ー タ を
操 作 で き る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 そ の た め に 、 ア ク チ ュ ー タ １ ９ １ の 上 方 の 部 分 は 、 ハ
ウ ジ ン グ １ ８ ２ を 取 巻 く よ う な リ ン グ 状 に 形 成 さ れ て い る 。 変 形 例 と し て は 、 ア ク チ ュ ー
タ １ ９ １ に 不 図 示 の ス イ ベ ル を 含 め て 、 医 師 が ア ク チ ュ ー タ １ ９ １ の 上 側 部 分 を ア ク チ ュ
ー タ １ ９ １ の 下 側 部 分 に 対 し て 所 望 の 角 度 位 置 へ と 回 転 で き る よ う に し て 、 そ の 回 転 軸 は
第 ２ の バ ル ブ 要 素 １ ８ ５ の 摺 動 動 作 に 対 し て 平 行 に し て も 良 い 。 図 １ ７ に 示 し た 休 止 状 態
に お い て は 、 第 ２ の バ ル ブ 要 素 １ ８ ５ は 、 第 ２ の 入 口 ポ ー ト １ ９ ４ か ら 管 １ ９ ５ （ こ れ は
出 口 ポ ー ト １ ９ ６ に 結 合 さ れ て い る ） へ の 吸 引 の 流 れ を 閉 鎖 す る 。 ユ ー ザ が 第 ２ の ア ク チ
ュ ー タ １ ９ １ を 押 し 下 げ て 、 第 ２ の 凹 部 １ ８ ８ を 第 ２ の 入 口 ポ ー ト １ ９ ４ 及 び 第 ２ の 管 １
９ ５ に 整 列 さ せ る と 、 出 口 ポ ー ト １ ９ ６ に は 吸 引 が 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 １ ８ ０ は 、 内 視 鏡 装 置 の ハ ン ド ピ ー ス （ 図 示 せ ず ） に 着 脱 可
能 に 固 定 で き る よ う に 、 接 着 剤 の 帯 紐 や 、 機 械 的 な 固 定 具 、 バ ネ ク リ ッ プ そ の 他 を 備 え て
い る 。 モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 １ ８ ０ に よ れ ば 、 ユ ー ザ は 、 出 口 ポ ー ト １ ９ ６ へ の 、
潅 流 流 体 の 流 れ と 吸 引 の 適 用 と を 制 御 す る こ と が で き る 。 こ の 例 に お い て は 、 ユ ー ザ は そ
の 指 を 第 １ の ア ク チ ュ ー タ １ ９ ０ と 第 ２ の ア ク チ ュ ー タ １ ９ １ と の 間 に て 動 か し て 、 出 口
ポ ー ト １ ９ ６ へ そ れ ぞ れ 潅 流 流 体 を 提 供 し た り 吸 引 を 提 供 し た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 １ ８ は 、 図 １ ６ 及 び 図 １ ７ に 関 連 し て 上 述 し た す べ て の 機 能 を 実 行 す る こ と が で き る よ
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う な 、 他 の モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 ２ １ ０ を 示 し て い る 。 モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立
体 ２ １ ０ の ハ ウ ジ ン グ ２ １ ２ 及 び ２ ２ ０ は 、 そ れ ぞ れ が ア ク チ ュ ー タ ２ １ ４ 及 び ２ ２ ２ に
よ っ て 制 御 さ れ る 別 個 の ２ つ の バ ル ブ を 支 持 し て い る 。 ア ク チ ュ ー タ ２ １ ４ は 、 第 １ の 入
口 ポ ー ト ２ １ ６ と 出 口 ポ ー ト ２ １ ８ と の 間 の 潅 流 流 体 の 流 れ を 制 御 し 、 第 ２ の ア ク チ ュ ー
タ ２ ２ ２ は 、 第 ２ の 入 口 ポ ー ト ２ ２ ４ か ら 出 口 ポ ー ト ２ １ ８ へ の 吸 引 の 導 入 を 制 御 す る 。
こ の 例 に お い て は 、 ア ク チ ュ ー タ ２ １ ４ 及 び ２ ２ ２ と 、 こ れ ら に 関 連 す る バ ル ブ と は 、 横
並 び の 関 係 に 配 置 さ れ て い る け れ ど も 、 ユ ー ザ が ２ つ の ア ク チ ュ ー タ ２ １ ４ 及 び ２ ２ ２ を
区 別 で き る 助 け と し て 、 高 さ を 異 な ら せ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 １ ９ に 示 し た モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 ２ ３ ０ は 、 ２ つ の ア ク チ ュ ー タ を 同 一 の 高 さ
に 配 置 し た こ と を 除 い て は 、 バ ル ブ 組 立 体 ２ １ ０ と 同 様 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ２ ０ に 示 し た モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 ２ ４ ０ は 、 ２ つ の バ ル ブ を ハ ン ド ピ ー ス １ ２
の 上 に て 幾 ら か 互 い に 隔 て て 配 置 し た こ と を 除 い て は 、 モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 ２ ３
０ と 同 様 に な っ て い る 。 図 ２ ０ に お い て は 、 ハ ウ ジ ン グ は 、 ２ 以 上 の 空 間 的 に 隔 て ら れ た
部 品 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
図 １ ２ ～ 図 ２ ０ に 示 し た モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 の す べ て は 、 内 視 鏡 装 置 に 着 脱 可 能
に 取 付 け ら れ る こ と を 意 図 し て い て 、 ユ ー ザ は 、 少 な く と も 内 視 鏡 装 置 の 潅 流 ポ ー ト へ の
潅 流 流 体 の 流 れ を 制 御 す る こ と が で き る 。 図 １ ４ ～ 図 ２ ０ に 示 し た モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ
組 立 体 で は 、 ユ ー ザ は さ ら に 、 潅 流 ポ ー ト へ の 吸 引 の 適 用 を 制 御 す る こ と が で き る 。 図 １
４ ～ 図 ２ ０ に 示 し た バ ル ブ 組 立 体 は 、 外 科 処 置 手 順 に 先 だ っ て 、 第 １ の 入 口 ポ ー ト １ ７ ２
、 １ ９ ２ 、 及 び 、 ２ １ ２ が 潅 流 流 体 の 源 に 結 合 さ れ 、 第 ２ の 入 口 ポ ー ト １ ７ ４ 、 １ ９ ４ 、
及 び 、 ２ ２ ４ が 吸 引 源 に 結 合 さ れ る こ と を 除 い て は 、 前 述 し た バ ル ブ と 同 様 に 使 用 さ れ る
。 こ う し た 結 合 作 業 は 、 モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 １ ６ ０ 、 １ ８ ０ 、 ２ １ ０ 、 ２ ３ ０ 、
及 び 、 ２ ４ ０ を 内 視 鏡 装 置 の ハ ン ド ピ ー ス に 着 脱 可 能 に 取 付 け る 前 に 、 又 は 、 後 に 行 な う
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
本 発 明 に よ る 改 良 さ れ た モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 は 、 在 来 の 内 視 鏡 に は ほ と ん ど あ る
い は ま っ た く 変 更 を 施 す 必 要 な く し て 、 潅 流 流 体 の 流 れ に つ い て の 改 良 さ れ た 制 御 性 を 内
視 鏡 を 使 用 す る 医 師 に 提 供 す る こ と が で き る 、 と い う 重 要 な 利 点 を 提 供 す る こ と は 以 上 の
説 明 か ら 明 ら か で あ ろ う 。 具 体 的 に は 、 医 師 は 潅 流 流 体 の 流 れ を 調 節 す る た め に 指 の 押 圧
力 を 使 用 し て 、 他 方 の 手 は 外 科 処 置 手 順 の た め に 自 由 に 残 し て お く こ と が で き る 。 こ う し
て 、 訓 練 さ れ た 外 科 看 護 婦 の 必 要 性 が 減 少 す る と 共 に 、 潅 流 流 体 の 流 れ に つ い て の 医 師 の
制 御 性 は 改 善 さ れ る 。 上 述 し た バ ル ブ 組 立 体 は 、 様 々 な 内 視 鏡 と 共 に 使 用 す る の に 好 適 で
あ っ て 、 そ れ ら に は 、 バ ル ブ を 組 込 む の に は 小 さ す ぎ る よ う な 今 日 の 小 型 内 視 鏡 が 含 ま れ
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
も た ろ ん 、 上 述 し た 好 ま し い 実 施 形 態 に は 様 々 な 変 更 及 び 改 変 を 行 な う こ と が で き る こ と
を 理 解 さ れ た い 。 例 え ば 、 バ ル ブ 組 立 体 の バ ル ブ は 任 意 の 適 切 な 形 態 と す る こ と が で き 、
上 述 し た 特 定 の 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 バ ル ブ ３ ６ を 開 い た り 閉 じ た り す る た め の
動 作 は 、 用 途 に 応 じ て 変 更 す る こ と が で き 、 そ れ ら に は 、 持 上 げ 動 作 や 、 押 し 下 げ 動 作 、
ハ ン ド ピ ー ス の 長 さ に 平 行 で あ る 摺 動 動 作 、 又 は 、 回 転 動 作 な ど が 含 ま れ る 。 さ ら に 別 の
変 形 例 と し て は 、 バ ル ブ は 弾 性 的 な 管 を 挟 む よ う な 要 素 と し て 構 成 し て 、 管 を 通 る 流 れ を
遅 く し た り 閉 鎖 し た り し て も 良 い 。 従 っ て 、 バ ル ブ は 、 摺 動 動 作 、 丁 番 式 動 作 、 回 転 動 作
、 そ の 他 の 動 作 を 有 す る よ う な 、 単 一 部 品 の 又 は 複 数 部 品 の 装 置 と し て 実 現 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
同 様 に 、 内 視 鏡 の ハ ン ド ピ ー ス の 所 定 位 置 に バ ル ブ 組 立 体 を 着 脱 可 能 に 保 持 す る た め の 機
械 的 な 固 定 具 は 、 あ ら ゆ る 適 切 な な 形 態 と す る こ と が で き 、 そ う し た 固 定 具 は 、 上 述 し た
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よ う な 、 接 着 剤 や 、 帯 紐 、 ス ナ ッ プ ロ ッ ク の ス タ ッ ド 、 及 び 、 凹 部 に 限 定 さ れ る こ と が な
い 。 本 発 明 で 使 用 す る た め に は 多 く の 機 械 的 な 固 定 具 が 適 合 し て い て 、 そ れ ら に は 例 え ば
、 直 動 式 又 は 回 転 式 の ガ イ ド 手 段 （ 蟻 溝 ガ イ ド や バ ヨ ネ ッ ト ソ ケ ッ ト な ど を 含 む ） 、 及 び
、 様 々 な タ イ プ の 弾 性 的 な 又 は 屈 曲 可 能 な 要 素 で あ っ て バ ル ブ 組 立 体 を 所 定 位 置 に 着 脱 可
能 に 保 持 で き る も の が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
本 願 に お い て 、 「 位 置 」 の 用 語 は 、 あ る 程 度 の 範 囲 の 位 置 を 広 く 包 含 す る も の と し て 意 図
し て い る 。 従 っ て 、 バ ル ブ は 、 閉 鎖 位 置 の 範 囲 内 で は 、 入 口 ポ ー ト と 出 口 ポ ー ト と の 流 体
の 流 れ を 閉 鎖 し 、 ま た 、 開 い た 位 置 の 範 囲 内 で は 、 入 口 ポ ー ト か ら 出 口 ポ ー ト へ の 流 体 の
流 れ を 許 容 す る 。 バ ル ブ は 、 Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ バ ル ブ と し て 構 成 し て も 良 く 、 調 節 バ ル ブ と し
て 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 「 ハ ン ド ピ ー ス 」 の 用 語 は 、 内 視 鏡 の 製 造 者 が ハ ン ド ピ ー ス と 称 す る か 、 ブ リ ッ ジ や
そ の 他 の 用 語 で 称 す る か に か か わ ら ず 、 接 眼 レ ン ズ を 支 持 し て い て ユ ー ザ が 保 持 す る べ き
、 内 視 鏡 の 部 分 を 広 義 に 称 す る も の と 意 図 し て い る 。
ま た 「 ハ ウ ジ ン グ 」 の 用 語 は 、 単 一 部 品 の ハ ウ ジ ン グ と 共 に 、 ２ 以 上 の 部 品 を 有 す る よ う
な ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 物 理 的 に 一 体 化 さ れ た り 空 間 的 に 分 離 さ れ た り す る も の な ど を 広 く
含 む も の と 意 図 し て い る 。
ま た 「 バ ル ブ 」 の 用 語 は 、 １ 又 は 複 数 の 流 体 の 流 れ を 制 御 す る よ う な １ 又 は 複 数 の 可 動 の
バ ル ブ 要 素 を 有 す る バ ル ブ を 広 く 包 含 す る も の と 意 図 し て い る 。
ま た 「 入 口 ポ ー ト 」 の 用 語 は 、 流 体 源 又 は 吸 引 源 の い ず れ か に 結 合 さ れ る ポ ー ト を 広 く 称
す る も の と 意 図 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 潅 流 流 体 を 加 圧 す る た め に は 、 い く つ か の 実 施 形 態 に お け る 単 な る 自 重 に よ る 供 給
を 含 め て 、 あ ら ゆ る 適 当 な 構 造 を 使 用 す る こ と が で き る 。
以 上 の 詳 細 な 説 明 に お い て は 、 本 発 明 が 採 用 で き る 数 多 く の 形 態 の う ち の 、 ほ ん の ２ ～ ３
だ け を 説 明 し た 。 従 っ て 、 詳 細 な 説 明 は 例 示 す る こ と を 意 図 し て い て 、 限 定 を 意 図 し て は
い な い 。 本 発 明 の 範 囲 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 と そ の 均 等 物 と だ け に よ っ て 限 定 さ れ る べ き で
あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
図 １ は 、 モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 が 取 付 け ら れ て い る 尿 管 検 査 鏡 を 示 し た 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】
図 ２ は 、 尿 管 検 査 鏡 に 取 付 け る 前 に お け る 図 １ の バ ル ブ 組 立 体 を 示 し た 上 面 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ３ 】
図 ３ は 、 図 ２ の バ ル ブ 組 立 体 を 示 し た 底 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
図 ４ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ の バ ル ブ 組 立 体 を 示 し た 斜 視 図 で あ っ て 、 加 圧 さ れ た 潅 流 流 体 の 源
に 結 合 さ れ て い る 。
【 図 ５ 】
図 ５ は 、 図 １ ～ 図 ３ の バ ル ブ 組 立 体 の バ ル ブ が 開 い た 状 態 を 示 し た 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
図 ６ は 、 図 １ ～ 図 ３ の バ ル ブ 組 立 体 の バ ル ブ が 閉 じ た 状 態 を 示 し た 模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】
図 ７ は 、 別 の 実 施 形 態 に よ る 回 転 作 動 バ ル ブ が 開 い た 状 態 を 示 し た 模 式 図 で あ る 。
【 図 ８ 】
図 ８ は 、 別 の 実 施 形 態 に よ る 回 転 作 動 バ ル ブ が 閉 じ た 状 態 を 示 し た 模 式 図 で あ る 。
【 図 ９ 】
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図 ９ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 が 尿 管 検 査 鏡 に 取 付 け
ら れ た 様 子 を 示 し た 一 部 破 断 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】
図 １ ０ は 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に よ る モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 を 示 し た 一 部
破 断 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】
図 １ １ は 、 図 １ ０ の 尿 管 検 査 鏡 と カ バ ー プ レ ー ト と を 示 し た 一 部 破 断 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】
図 １ ２ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 を 尿 管 検 査 鏡 に 取 付
け た 様 子 を 示 し た 一 部 破 断 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】
図 １ ３ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 を 示 し た 横 断 面 図 で
あ っ て 、 バ ル ブ を 選 択 位 置 に 保 持 す る た め の 機 械 的 な ラ ッ チ を 含 ん で い る 。
【 図 １ ４ 】
図 １ ４ ～ 図 １ ６ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 に つ い て 、
３ つ の 異 な る 状 態 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】
図 １ ４ ～ 図 １ ６ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 に つ い て 、
３ つ の 異 な る 状 態 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】
図 １ ４ ～ 図 １ ６ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 に つ い て 、
３ つ の 異 な る 状 態 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】
図 １ ７ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 を 示 し た 断 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ８ 】
図 １ ８ は 、 本 発 明 の 追 加 的 な 実 施 形 態 に よ る モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 を 示 し た 側 面 図
で あ る 。
【 図 １ ９ 】
図 １ ８ は 、 本 発 明 の 追 加 的 な 実 施 形 態 に よ る モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 を 示 し た 側 面 図
で あ る 。
【 図 ２ ０ 】
図 １ ８ は 、 本 発 明 の 追 加 的 な 実 施 形 態 に よ る モ ジ ュ ー ル 式 の バ ル ブ 組 立 体 を 示 し た 側 面 図
で あ る 。
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【 図 １ ４ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト （ コ レ ク ト バ ー ジ ョ ン ） 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト （ コ レ ク ト バ ー ジ ョ ン ） 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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模块化内窥镜阀组件可拆卸地附接到内窥镜的机头。 该阀组件包括入
口，出口和手动操作以选择性地关闭或允许灌溉流体从入口流向出口的
阀。 阀组件通过压敏粘合剂，带子，弹簧锁或其他机械紧固件可移除地
保持在内窥镜手持件上。 一旦将阀组件可拆卸地连接到手持件上，内窥
镜检查人员就使用支撑手持件的同一只手来提供冲​​洗液流和可选的吸
力。 ，它可以手动控制，使医生的另一只手可以自由进行手术。 根据本
发明的模块化阀组件可与多种内窥镜一起使用，包括柔性，刚性或半刚
性输尿管镜。 包括各种经皮内窥镜。 [选型图]图1
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